
ダイワボウ情報システム（以下、DIS）が提供し
ている「教員向け研修サービス」は、タブレット
活用に取り組んでいる教育委員会や教育機関に対
して広く実施されている。タブレットを授業で使
うことになれば、操作方法などの基本的な知識が
必要になるのはもちろん、なにより重要になって
くるのは、教科や授業のねらいに対してICTを効
果的に活用できるかどうかだ。そのためDISの同
研修では、ICTをどのように授業に取り入れるか、
授業デザインを学べる研修内容に力を入れている。

その中の1つ、8月の夏休み中に実施された「ア
クティブ・ラーニングを実現する授業デザイン研
修 〜主体的・対話的な協働学習を実現するタブ
レットの活用〜」という研修の様子を紹介しよう。

同研修は、思考力や表現力などの育成を目的と
したアクティブ・ラーニングにおいて、その指導
ポイントやタブレット活用法を学ぶもの。「明日か
らの授業実践に活かすヒントを得る」ことを重要
視しながら、授業デザインの向上を目指している。
当日は、Intel®マスターティーチャーで札幌市立
屯田北小学校教諭の朝倉一民氏を特別講師に招き、
全4時間のプログラムで行われた。

最初のアクティビティに登壇したのは、イン

❶❷インテル株式会社 教育事業推進担当部長 竹元賢治氏のセッショ
ンでは、新学習指導要領の方向性も2030年のグローバル化、多様化
された社会を生きる子どもたちの姿が予測されているとし、21世紀型
スキルの中でも、国や地域、商慣習や考え方、価値観などバックグラウン
ドの異なる者同士におけるコミュニケーション能力やコラボレーションが
重要だと語った。❸「教員向け研修プログラム」には2種類あり、今回取
り上げるのはタブレットを活用した「アクティブ・ラーニングを実現する授
業デザイン研修」。❹使用するタブレットPCは1人1台用意され、ワーク
ショップでは実際に参加者が児童生徒役になって授業シナリオの分析を
行った。

“最初はうまくいかないのが当たり前”だからこその研修
テル株式会社 教育事業推進担当部長 竹元賢治氏。
同氏はアクティブ・ラーニングの必要性とこれか
らの社会で求められる資質や能力について述べた。
インテルは世界70カ国で21世紀型スキルを育む
授業デザイン研修『Intel® Teach Program』を
実施しているが、DISの「教員向け研修サービス」
プログラムも、インテルの研修教材が使用されて
いる。
「今の子どもたちが社会人になる2030年の世の
中を、予測してほしい」

この投げ方から始まった竹元氏のプレゼンテー
ション。人間の寿命は100年まで延び、グロー
バル社会の多様化はますます進む。テクノロジー
もさらに進化して、IoT（モノのインターネット）、
人工知能、ビッグデータ、自動運転、ドローン、
ロボットなどが、当たり前に使われる時代が来る。
仕事では、65%の子どもたちが今は存在しない
職業に就く時代だといわれており、コミュニケー
ションもテキストベースだけでなく、動画やVR
の活用が広がるだろう。そうした変化が待ち構え
ている時代の最中において、求められる授業とは
何か。竹元氏は次のように指摘する。
「グローバルで予測困難な時代、コンピューティ
ング・テクノロジーとの共存社会を生きる子ども
たちにとって必要な資質・能力を育成する授業で
あることが重要だ」

予測困難な時代を生き抜く子どもた
ちに必要な資質・能力を伸ばす研修

アクティブ・ラーニングで求められる
ICT活用と指導力とは？

「教員向け研修サービス」 レポート
アクティブ・ラーニングの研究や実践に取り組む教師は増えている。しかしその一方で、アクティブ・ラーニングとICTをどのように
結びつければいいか、その授業デザインに悩む教師も多い。ダイワボウ情報システムの「教員向け研修サービス」は、
こうした教師の声に応えるべく、明日から使えるノウハウを提供している。

2つめのアクティビティは、受講者が少人数グ
ループに分かれて行うワークショップ、授業シナ
リオ分析①「効果的な学習ポイント」に取り組んだ。
ここでは2つの異なる授業のシナリオを読み、そ
れぞれの授業で「どのようなスキルが育成されて
いるか」「スキルを育成する授業の特徴はなにか」
を考える。各グループでは、受講者たちがディス
カッションをしながら1つの答えを導き出す。

その後はグループでまとめた内容を全体共有。
受講者からは「授業2のほうが、子どもの中で新
たな課題が生まれている」「自己評価を設けてい
る」「子どもが主体的になれる部分が多い」など授
業の特徴を出し合う一方で、「前提としてICT活用
に慣れている必要がある」といった指摘もあった。

続いて、朝倉氏が登壇し、アクティブ・ラーニ
ングを実現する授業デザインのポイントとして

「学習目標の設定」「問題解決の構造化」「授業の設
計」「評価計画」を挙げ、各ポイントを詳しく説明
した（下記資料参照）。学習指導要領と21世紀型
スキルの照らし合わせ、すぐに答が出ない問題の
設定、実社会につながる活動、自己評価のポイ
ントなど、さまざまなノウハウを述べるとともに、
自身の実践も紹介した。

ワークショップと具体的な活用事例の
紹介で、授業イメージを具体化

●❶ ●❷ ●❸
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〜4時間の研修の流れ〜
1.研修概要：新しい時代に必要となる資質・
能力と資質・能力を育成する授業デザイ
ンへの理解
2.ワークショップ：授業シナリオ分析①「効
果的な学習ポイント」

3.ワークショップ：授業シナリオ分析②「効
果的な協働学習を実現するためのICT
活用ポイント」

4.学習活動検討：「ICTを活用した協働学
習の学習活動検討」

●❸



3つめのアクティビティでは、「効果的な協働学
習を実現するためのICT活用ポイント」をテーマに、
先程と同様の授業シナリオの分析ワークショップ
に取り組んだ。今度は各グループのディスカッ
ションの際にタブレットを活用し、リアルタイム
で意見を共有できる授業支援システムを使いなが
らICT活用も考えていく。受講者の中には勤務校
にタブレットが整備されていても、台数が足りな
いために使用できないケースもあるため、1人1
台の環境で模擬授業が体験できるのは貴重だ。

朝倉氏は、こうした活動の後に、アクティブ・
ラーニングにおけるICT活用の勘所を自身の授業
実践の写真を見せながら説明した。加えて、「たと
えタブレットを用意したとしても、いきなり『さあ、
考えてごらん』といったアクティブ・ラーニング
は上手くいかない」と指摘した。というのも、ホ
ワイトボードの使い方ひとつとっても最初は上手

　札幌市立屯田北小学校 教諭 朝倉一民氏は、社会
科が専門で現在は教務主任の立場についている。ア
クティブ・ラーニングやICTの活用など先進的な取り
組みを数多く実践しており、その内容は『子ども熱中! 
小学社会「アクティブ・ラーニング」授業モデル 』（明
治図書出版）という書籍にもまとめられた。Intel® 
Teachマスターティーチャーの認定資格のほか、
NIE（Newspaper in Education）アドバイザーな
ども務めている。
　そんな朝倉氏に昨今の子どもたちを取り巻く環境
の変化や様子を聞いたところ、「とにかく多様化して
います」という返事が返ってきた。詰め込み教育から
ゆとり教育へとシフトし、個を大事にする価値観は、
今まで学校では見られなかった子どもたちの多様性
を露わにした。当然、それに合わせて教師も多様な対
応が求められるようになり、「ステレオタイプな授業
で育ってきた教師は、国が求める教師像に合わせて
いかなければならない時期にきているのでは」と朝
倉教諭は指摘する。
　求められる教師像が変わりゆくなか、朝倉教諭は
2014年にIntel® Teachマスターティーチャー養
成研修を受講した。きっかけは「ICT 活用をきちんと
学んでみたい」という思いからだったそうだが、イン

テルならではの国際的な教育観を学んだことで、受
講後は授業観が広がり、高度な考えを持つことがで
きるようになったと話す。

「Intel® Teachマスターティーチャー養成研修を
受講して、意外にも海外の教育現場も同じ価値観で
やっていることを知りました。この気づきを持てたこ
とは、自分にとって大きかったですね」
　なかでも朝倉氏は、インテルの教員研修がコーチ
ングのようなスタイルで学べることがメリットだと
強調する。講義と演習をくり返して行い、短時間でグ
ループ内の意見を共有しながら1時間の授業を考え
るような研修は、校内で実施するものとはずいぶん
違う。インテルの研修教材をベースに組み立てられ
たダイワボウ情報システムの研修も同様で、「教室
に入って即座に授業ができるような瞬発力が磨けま
す」とその有効性を説く。

　一口にICT活用といっても、その使い方はさま
ざまであるが、ことアクティブ・ラーニングに焦点
を当てた場合、どのようなスキルが教師には求め
られるのだろうか。

「ICTの情報を知るために、まずはアンテナを張る
ことが大切だと思います」

　学校現場でICTといえば、タブレットの操作方
法を覚えたり、デジタル教科書の活用方法を考え
ることだと思われがちだが、それよりもICT活用
の情報に触れて、「自分の授業ではこれができるの
ではないか」「このツールをつかえば〇〇ができる
のではないか」といった発想を持つことが重要だ
と朝倉氏は話す。そうしたアイデアを創出するた
めには、日頃からのインプットが欠かせない。
　もう1つは、「新学習指導要領を読んで教材化し
授業をつくる、というスキルが必要です」。もちろ
ん、学習指導要領の内容を網羅している教科書を
使うことは大切であるが、あまりにも教科書をな
ぞる授業になってしまっては、誰が教えても同じ
授業になってしまう。

「教師の仕事は教えることはもちろん、教材をつ
くっていくことがプロとしての仕事です」
　新しい学習指導要領を読み込み、それを元に目
の前にいる子どもたちに合わせたフィルターで教
材化し、授業に落とし込んでいく力が求められる
というのだ。

「教材化する過程においてもっとも重要な視点に
なるのが、評価ですね」
　新学習指導要領においても、指導と評価の一体
化がいわれているように、テストの結果などゴー
ルを評価するのではなく、学習者の成長や実態を
次の学習に活かす評価が求められている。これを

求められる教師像が変わるからこそ、
授業観を広げる研修が必要

アクティブ・ラーニングとICT活用、実
現するために必要な能力とは？

“教室に入って即座に授業ができるような瞬発力が磨けます”

くいかないのが当たり前で、ベン図やピラミッド
チャートなどを用いた思考方法の訓練も必要だと
いうのだ。一方で、「子どもたちを鍛えていけば話
し合いも上手くできるようになってくる。そうし
た過程を通して、問題を自分ごととして捉えられ
る主体性も芽生えてくる」と実践から得られた知
見を述べた。ICTはあくまでもツール。教師がファ
シリテーションすることが重要なのだ。

最終のアクティビティは、これまで学んだ内容
を活かし、「ICTを活用した協働学習の学習活動検
討」に取り組んだ。受講者たちは、グループで意
見を出し合いながら、ICT を活用した協働学習の
内容を考えて、ひとつの授業プランを作成する。

研修に参加した受講者からは「社会や代の動向

など、普段聞けない話を聞くことができて勉強に
なった」「例示がたくさんあって参考になった」

「ワークショップなど実践的な内容が多くて役に
立った」「他の地域の教員と交流ができて刺激を受
けた」などの感想が聞かれた。なかでも、講話と
演習のくり返しで構成された研修スタイルは、内
容の理解を深めるのに有効であったとの意見が多
く印象的だった。一方的な講義スタイルで行う研
修ではなく、受講者自身が考えたり、意見交流で
きる時間が確保されていることがメリットだとい
える。

研修の最後に朝倉氏は、以下のメッセージを受
講者に贈った。
「自分の知っている授業にICTを当てはめて考え
るのではなく、子どもたちに必要な資質・能力を
伸ばす授業デザインを意識しながらICTを有効活
用してほしい」 

❺札幌市立屯田北小学校教諭 朝倉一民氏がアクティブ・ラーニングを実現する授業デザインについて解説した。授業の特徴となる4つのポイントとして「学習目標の設定」「問題解決の構造化」
「授業の設計」「評価計画」を挙げている。❻❼手書き入力やタイピングの入力など、さまざまな方法で意見を書き込む参加者たち。リアルタイムの意見共有をしながら「視覚的な情報が得やすい」
「児童が考えていることの根拠を伝えやすい」など、ICT活用のメリット・デメリットについても意見交換を行った。

研修に参加した受講者の感想は？

●❻ ●❼●❺



実施していくためには、教師側に多様な視点が必
要であり、「21世紀型スキルなどはその多様な視
点が整理されたものとして有効でしょう」と朝倉
氏は話す。

　近年、教師という仕事に対しては世間の風当た
りも強く、その存在感も弱まってきているように
感じることは多い。高学歴化が進み、昔のように学
校の先生のほうが親よりも学歴が高いという時代
も終わった。将来的にもAIの登場で、教師という
仕事はなくなるとさえいわれている。しかし、こう
した状況下ではあるものの、全国でICT活用に懸
命になって取り組む教師に向けて朝倉氏はこう
エールを送る。

「自分自身も勉強している最中なので、偉そうな
ことはいえませんが、もっと自分の仕事に自信を
もって取り組んでほしい。子どもたちを前に授業
をできるのは教師しかいません。そこにプロ意識
を持ってほしい。未来の社会をつくる子どもたち
の教育に関わる教師というのは素晴らしい職業な
のだという意識を持って、子どもたちの前に立っ
てほしい」
　ちなみに、朝倉氏自身が小学校の教師を目指し
たきっかけは、中学の担任の先生との出会いだっ

たという。
「とても良い先生で、自分の人格を作ってくれたよ
うな感覚になりました。過去の教え子の話をして
いる姿とか素敵だと思って、教師という仕事に興
味を持ちましたね」
　その後、大学に入って授業論を多く学ぶなかで、

「子ども自身が問いを生む」ことと「学び」に面白さ
を感じて、授業づくりが楽しそうな小学校教諭に
決めたそうだ。

「有田和正先生や向山洋一先生の本を読んで、授
業ってこんなに面白いんだ、子どもが成長してい
くのって楽しいんだと思いました」
　毎回の授業は一期一会といわれており、教師の
授業づくりの根底にあるのは児童理解である。で
あるならば、子どもたちが楽しめる授業、面白い授
業とは何かを考えたときに、ICTは自然に入って
いくのではないか、と朝倉氏は述べる。まずはその
一歩を踏み出してほしい。

❽参加者は小・中・高の教員および教育委員会という顔ぶれで、全体の８割以上の方が研修内容に満足したと回答。❾同じく、研修内容への理解度についても、ほとんどの参加者が理解が深まったと
回答している。●�研修参加前と後で考えや理解に変化があったかどうかについては、現在の活用の仕方だけにとどまらず、今後のことについても考えが深まったと一様に期待感の高い回答だった。

朝倉 一民（あさくら かずひと）
北海道札幌市立屯田北小学校 教諭（教務主任）

2009年日教弘教育賞全国奨励賞受賞（個人
部門）、2010年・2011年全日本小学校HP大
賞都道府県優秀校受賞、2014年日教弘全国
最優秀賞受賞（学校部門・執筆）、2015年パ
ナソニック教育財団実践研究助成優秀賞受賞、
2016年北海道NIE優秀実践報告受賞

【著書】子ども熱中!小学社会「アクティブ・ラーニ
ング」授業モデル（明治図書）。

※朝倉教諭は、今回に限り、特別講師として授業
事例を紹介いただきました。

授業ってやっぱり面白い

●❾ ●�

◦実践事例や検討の回数が多く、情報量も適切だった
◦具体的な授業実践と授業の組み立て方がわかりやすかった
◦まだまだなじみのない言葉も出てきたが、わかりやすい言葉に置き換えてくれて
いたのでわかりやすかった
◦21世紀型スキルが理解できた
◦ICT活用は「即時性」「保存性」で優れていることが理解できた
◦これからの学習では積極的にICTを入れた内容を計画していこうと思った。計画
的に取り入れることで子どもたちが身につける力が変わるのがわかった
◦具体的な授業イメージが明確になった
◦校内で学んでいることがより具体的にわかり良かった

研修参加者アンケートより

●❽
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各社、製品、サービスの名称等は、各社の商標または登録商標です。

DISならできます。
学校現場が求める教員向け研修を。
教員向け研修は学校現場を知り尽くしたDISにお任せください。

これからの教員に求められるICTスキル

ICT
活用力

授業
デザイン力

教員向け研修サービス ■ICT操作スキル習得　■授業デザイン力強化

文教グループ　〒140-0014 東京都品川区大井1-20-10 住友大井町ビル南館　TEL 0570-550-674　Email：dis-bunkyo@pc-daiwabo.co.jp

お問い合わせは

DIS 文教 検 索

Intel® Teach プログラムとは…インテルの教育分野における社会貢献事業の一環とし
て子供たちに21世紀型スキルを育成するための“思考支援型”授業の実現を目指した教員
向け研修プログラムです。世界70か国で1,500万人以上の教育関係者が受講しています。

学校現場からはスキル向上を目指した研修を
望む声も多くありますが、自力で行うことはコス
トや時間的な面からなかなか難しいのではないで
しょうか。そんな皆様のお声を応え、ダイワボウ
情報システム（DIS）では教員向け研修パックを開
発いたしました。

これまで実施されてきたようなICT操作方法を
習得する研修だけではなく、ICTをどのように活
用するか、そして学習のねらいを達成させるため
どのようにICTを活用した授業デザインをするか
を習得する研修が必要になってきます。

また、校内研修や教育委員会・情報センターの
実施する研修などスキル向上を目指した研修を推
進する体制づくりも必要になってきます。

教員のスキル向上のためには研修の内容の見直しと研修体制をつくることが重要です
教員スキル向上のために必要な研修

DISの教員向け研修パックは、今、学校現場に
必要な研修はこれまでのように一つひとつが単一
のスキル育成を目標とした研修ではなく、教員に
求められるスキルを複合的に育成することを目指

した研修です。授業力向上を目指す「授業デザイ
ン力強化メニュー」（2種類）とICT機器・ソフト
ウェアの操作習得を目指す「ICT操作スキル習得
メニュー」を用意しています（上図）。

参加人数 ： 20名程度、時間 : 6時間程度、成果物 ： プロジェクト型学習単元プラン、最終
ゴール ： 教員のスキルアップ　校内研修リーダー育成、教材マテリアル ： Intel®Teach 
Elementsプロジェクト型アプローチの教材を使用

※「21世紀型スキルを育む授業デザイン研修 カスタマイズ」「Intel® Teach Program
　1 Day研修」も別途ご用意しています。

形式

プロジェクト型学習の指導方法を通じて、21世紀型スキル育成授業実
践に向けた指導法を学ぶ
・ 21世紀型スキルの必要性・タブレットPCなどのICTの活用ポイント
・ スキル育成型授業の解説

概要

・ 21 世紀型スキル育成のための授業デザインのポイントを理解する
・ スキル育成を目的とした単元計画に活かすことが可能になる
・ 研修で検討した単元計画を元に授業実践が可能になる
・ 研修で検討した単元計画を元に現場教員へ校内研修を可能になる

21世紀型スキルを育む授業デザイン研修
〜プロジェクト型学習手法を用いた授業設計と指導法研修〜

インテル株式会社協力のもと、Intel® Teach プログラム※ をベースに開
発した児童のスキル育成を目指す授業デザインを習得するコース

■ 授業デザイン力強化メニュー

形式
タブレットPC を活用した協働学習の実践に向けた学習指導を学ぶ
・ タブレットPC の活用ポイント    ・ 授業単元プランの作成
・ 協働型学習の解説                   ・ 協働学習の必要性

概要
授業デザインの基礎情報を習得
・ 協働学習の目的を理解し、能力育成を目的とした授業計画に活用
・ 研修で検討した授業デザインをもとに校内で実践が可能になる

アクティブ・ラーニングを実現する授業デザイン研修
〜主体的・対話的な協働学習を実現するタブレットの活用〜

新しい学習指導要領に取り入れることを審議している「アクティブ・ラーニン
グ」これから求められる学び方を実現する授業デザインを習得するコース

参加人数 ： 20名程度、時間 : 3〜4時間程度、成果物 ： アクティブ ・ ラーニングの学習活
動プラン（授業アイデア）、最終ゴール ： 教員のスキルアップ　教員の意識改革、教材マテ
リアル ： DISオリジナル教材を使用

■ ICT操作スキル修得メニュー

概要
タップ、スライドといったタブレットの基本操作やアプリケーションの起
動方法など、これから授業で子どもたちにタブレットを 使わせる上で必
要な基礎知識を実習

タブレット知識・操作方法研修　タブレット端末の操作方法の習得を目指すコース

参加人数 ： 20名程度、時
間 ： 1時間程度、最終ゴー
ル ： タブレット端末の操作
方法を習得

校内全体研修 校内個別研修 教育委員会 ・ 情報センター等の研修

教員のICT活用指導力向上を目指す研修

ICT機器 ・ ソフトウェアの操作習得を目指した研修

授業デザイン向上を目指した研修

アクティブ・ラーニングの実現 21世紀型スキルの育成

学校独自の研修（授業研究 ・ 公開授業など） 校内研修促進に向けた研修

DISが
提供する
研修メニュー




